この 狸の くだりに 有る ものである。 

二 出 狐狸の 役割 

佐渡ケ 島ニッ 山の 狸 弾 三郎の 伝説 は、 馬 琴の 「燕 石 

雑誌」 に 載って ゐる。 

また 「諸国 里人 談」 にも 現れ 「利根 川 図 志」 などに 

も 引合 ひに 出されて ゐる。 

この 狸 は ひとつの 人格 を 持ち、 職業 を 持ち 里人と 密 

接な 交渉 を 残して ゐ るので、 異色 ある ものな ので ある _ 

弾 三 郎は金 持であった。 馬 琴の 地図に よると、 五十 



里 山と 黒 光寺 山に はさまれた 山中 ニッ岩 (また ニッ 山) 

とい ふところに 穴 を 構へ てゐ たさう であるが、 人里 (羽 

田 村と ある) から 二 里 余り、 さう 大して 深山で はない。 

実地に 調べた ことがない ので、 上記の 地名 や 伝説が 今 

日 も 尚 残って ゐ るか 僕 は 知らない。 

村人 達 は 弾三郎 から 屢々 金 を 借りた。 借用の 金額と 

返済の 日限 を 書いた 証文 を 穴の 口へ 置いて くる。 翌日 

改めて 出掛ける と、 穴の 口に は、 証文の 代りに 金が 置 

いて ある 習 ひであった。 そのうち 次第に 返済し ない 

人々 が 多くな つたので、 弾 三 郎も金 を 貸さ なくなって 



ものが あり、 医師 は 招 せらる、 ま、 に 出向いて 行って 

病人 を 診察し、 薬 を 与へ て 帰って来た。 後日 全快した 

病人が 莫大な 黄金 を たづ さへ て 医師の もとへ 謝礼に 来 

たので 名前 をき くと 弾三郎 であった。 狸から 謝礼 を受 

ける わけに はいかない といって 拒絶して しまった とこ 

ろ、 その 日 は 悄然と 帰った が、 日 を 改めて 再び 現 はれ 

ひと ふリ 

短刀 一 口 差 出して 謝礼 を 受けて もらへ な いのは 苦しい。 

これ は貞宗 のうった もの だが 私の 志を果 させて いた > 

きたいと 言 つ て 返事 もき かず 短 刀 を 残して 逃げ て 帰つ 

た。 これ も 「燕 石 雑誌」 にある 話な ので ある。 医師の 

名 は 伯 仙。 貞宗は 無銘で、 伯 仙 はこれ を 家宝と して 伝 



れる ほどで あるが、 北国へ 行く に 従って 通力と 値 打 を 

失 ひ、 仙 台から 越後 あたりの 線で ガメ虫 (げんごろう) 

にまで 下落して ゐる さう である。 こ、 から 北 は 河童の 

伝説がない とい ふこと である。 

とはいへ、 仙 台に いくばく も 離れて ゐ ない 地点で あ 

るが、 利根 川に は 河童の 伝説が 多い。 「利根 川 図 志」 に 

よっても、 利根 川の 物産の 条に 鮭と 並べて 河童 を 説い 

てゐ るので あった。 これによ ると、 この 川に は 「ネネ 

コ」 とい ふ 河 伯が ゐて、 年々 所が 変る とい ふ 話な の だ 

つた。 

I 甲子 夜話」 に 河童が 網に かゝ つた 話が ある。 河童の 



こゝ では 狸の 滑稽な 面が いささか も 取扱 はれて ゐ ない。 

のみならず、 兎の 義俠 的な 復謦 によ つ て 勧善懲悪の 

モラル は 一 応 具備して ゐ るの だが、 狸が 婆 を 殺し 汁に 

して 翁に す、 める とい ふ 物語の 主 点 だけで は、 凡そ 日 

本の 物語 中 最も 惨 忍 極まる ひとつで、 シャ ルル -ぺ 口— 

の 童話 「赤頭巾」 に モラルがない ので 文学の 問題に 取 

上げられて ゐ るのと 好一対 をな す もの、 狸の ために は 

甚だ 気の毒な ことなの である。 

日本の 古い 物語りで は、 山と いへば 妖怪と 結びつく 

のが 自然であった。 それが 我々 の 祖先 達の 生活の 感情 



であり、 観念に ほかなら なかった からで ある。 

この やうな 感情 や 観念 は、 現代に も 通用し 現代 文学 

にも 現れて くる ことがある。 泉 鏡 花 氏の 名作 「高野聖」 

が、 この 伝統的な 感情 や 観念に 見事な 形 を 与へ たもの 

に ほかなら ないし、 尚 この やうな 例 は 決して 一、 二に 

と、 V まらない。 

狐狸、 土 蜘蛛、 蟇、 大蛇 等 術 をな す 妖獣を はじめ、 

山姥、 天狗、 鬼 等に 至る まで 日本の 山妖は 種類が 多い。 

更に 又、 山の 主、 沼の 主と いふ やうな 陰鬱な 存在 は 多 

いけれ ども、 西欧の 妖精、 木 草の 精と いふ やうな 乙女 

の 姿 をと つた 可憐な ものが 少 いの だ。 木魂と か 山彦と 



しい 理由が あ つ て、 みかどの 御意に 従 ふこと がで きな 

いのだった。 さう して 返事 も 差 上ない やうに なった の 

で、 みかどの 御 悲嘆 は 深まり、 又 御 愛着 は 増す ばかり 

であった が、 時が 来て、 かぐや 姫 は、 はじめて、 みか 

ど の 御意に 従 ふ - J と のでき な い 理由 を 打開け 申 上げた 

のであった。 

かぐや 姫 はこの 世の 人で はなく 月の 世界の 人で あつ 

た。 犯した 罪の ために、 その 消える 日まで 地上に 落さ 

れてゐ たのであった。 

許されて 月の 世界に 帰る ことので きる 身と なり、 満 

月の 夜、 迎 への 者が くる ことにな つて ゐた。 その 由 を 



底本： 「坂 口 安吾 全集 s」 筑摩 書房 

1999 (平成 n) 年 3 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本： 「信 濃 毎日 新聞 二 〇 五 七 五〜 二 〇 五 七 

八 号」 

1939 (昭和：^) 年 8 月 2 〜^日 

初出： 「信 濃 毎日 新聞 二 〇 五 七 五〜 二 〇 五 七 八 号」 

1939 (昭和 M) 年 8 月 化〜 2 日 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

※新 仮名に よると 思われる ルビの 拗音、 促音 は、 小 書 

きしました。 



入力 .. ^.^d^ 

校正 .. norik:o smdto 

2008 年^ 月！； 5 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



